








































































































































































































































調査期間は 2009 年 11月 30 日から 12月 25日で，上場企業 533社へ 790票の調査票を郵送
した
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２ 食料品・飲料 34（30.6） 冷凍食品，缶詰，菓子，飲料，調味料，
レトルト食品，たばこ，デザートなど
アパレル 3（ 2.7） 紳士婦人衣料品
化粧品 2（ 1.8） 化粧品
４ 家電・AV商品 8（ 7.2） 液晶テレビ，カーナビゲーションなど
半導体・電器電子部品 12（10.8） 半導体，小型モーター，コネクタ製品，
LEDディスプレイなど
通信機器・OA機器 5（ 4.5） レーザープリンタ，デジタル複合機など
精密機器・計測機器 6（ 5.4） 精密減速機，画像計測機器など
産業用機器 17（15.3） FA制御機器，電子部品組立機，半導体
製造装置，自動ドア，エレベータなど
輸送機器 7（ 6.3） 船舶，航空機，特殊車両，鉄道車両など
鉄鋼・機械 6（ 5.4） 建設機械，工作機械
設備 6（ 5.4） 送変電設備，水処理設備など



































3.3より大 31 20 51
27.2***（1）3.3 以下 8 52 60



















質問内容 嗜好的 モジュラー t値（df）




































注）１．*p＜ 0.05，**p＜ 0.01，***p＜ 0.001．
２．嗜好的はカテゴリ②：嗜好的商品群，モジュラーはカテゴリ④：モジュラー型商品群，ア
イデアは課題アイデア設定力，コンセプトは商品コンセプト構築力．
３．カテゴリ②：嗜好的商品群は n＝ 38-39，カテゴリ④：モジュラー型商品群は n＝ 71-72．
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表４ FFEに関連する個人特性のカテゴリ間比較
質問内容 嗜好的 モジュラー t値（df）
x̄（S. D.） x̄（S. D.）
創造性
a．他の人とは，違った独創的な考えをしている 3.63（0.79） 3.49（0.86） 0.82（103）
b．話していると，考えが他の人と違って素晴らしい 3.16（0.82） 3.27（0.75） 0.70（103）




































b．仕事が早いだけに，物事の意思決定も迅速である 3.16（0.82） 3.10（0.86） 0.31（103）



































３．カテゴリ②：嗜好的商品群は n＝ 37-38，カテゴリ④：モジュラー型商品群は n＝ 66-67．
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表５ FFEに関連する組織特性のカテゴリ間比較
質問内容 嗜好的 モジュラー t値（df）
x̄（S. D.） x̄（S. D.）
人員数
a．自社の開発に従事する担当者の数は，十分である 2.59（1.02） 2.54（0.91） 0.29（108）
b．開発担当者の数が増加すれば，さらに実績が上がると思う 3.33（0.93） 2.97（0.94） 1.94*（108）
c．高い専門性を持った開発担当者は十分いると思う 2.56（0.75） 2.58（0.80） 0.09（108）
予算額




c．予算が十分にある時，成果は上がっているように思われる 2.49（0.76） 2.73（0.83） 1.53（108）
課題自
由度

























































c．一般社員の中で，開発室への配置転換を希望する者が多い 2.97（0.81） 2.65（0.76） 2.11*（108）
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